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発
行
／
熊
野
町
　
編
集
／
総
務
部
地
域
振
興
課（
６
月
１
日
発
行
）

広
報
く
ま
の
は
１
部
22円

で
印
刷
し
て
い
ま
す。

　
http://www.town.kumano.hiroshima.jp

Email:kanko@town.kumano.hiroshima.jp
HP

’19
/ ６
月
号
 N
o.540

｢広報くまの｣は再生紙と、認定を受けた環境に
やさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。
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切
り
取
っ
て
、
電
話
機
な
ど
に
貼
っ
て
お
使
い
下
さ
い
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熊
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観
光
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ふ
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り
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ウ
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今
月
の
題
字

熊
野
高
校　

３
年

 

神
鳥　

凛
さ
ん

町の人口と世帯数
平成31年４月30日
（前年同月比較）

　人口：24,060人 （－235）
　　男：11,642人 （－107）
　　女：12,418人 （－128）
世帯数：10,593世帯 （＋  1）

 （住民基本台帳）

◀　

熊
野
高
校　

３
年　

廣
田　

莉
乃　

さ
ん

【
評
】
第
27
回
国
際

高
校
生
選
抜
書
展

「
秀
作
賞
」
受
賞
。

昨
年
７
月
、
豪
雨
災

害
か
ら
の
熊
野
町
復

興
へ
の
思
い
を
込
め
て
書
き
上
げ
ま
し
た
。
剛
健
な
強
さ
が
み

な
ぎ
っ
て
い
ま
す
。

◀　

熊
野
高
校　

２
年　

市
場　

海
沙　

さ
ん

「
県
総
体
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
」

【
評
】
高
校
総
体
の
ポ
ス
タ
ー

デ
ザ
イ
ン
を
描
き
ま
し
た
。

弓
な
り
に
な
っ
て
跳
躍
す
る

人
物
の
躍
動
感
が
迫
力
満

点
の
作
品
で
す
。
コ
ン
ク
ー

ル
で
特
選
１
席
と
な
り
ポ
ス

タ
ー
原
画
に
採
用
さ
れ
ま
し

た
。

　

花
期
は
５
〜
６
月
。
黒
紫
色

の
小
さ
な
花
を
び
っ
し
り
と
密

集
し
た
穂
の
よ
う
な
花
序
。
長

さ
は
10
〜
20
㎝
で
枝
先
に
数
個

ず
つ
出
ま
す
。
雄
し
べ
の
先
端

の
葯や
く

が
黄
色
で
、
花
か
ら
突
き

出
し
よ
く
目
立
ち
ま
す
。
こ
の

色
か
ら
鼬イ
タ
チ
ハ
ギ萩の

名
が
あ
り
ま
す
。

別
名
、
ク
ロ
バ
ナ
エ
ン
ジ
ュ
。

　

花
の
色
も
独
特
で
す
が
、
構

造
も
と
て
も
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

普
通
マ
メ
科
の
花
の
旗
弁
は
昆

虫
の
目
を
引
く
よ
う
に
立
っ
て

い
ま
す
が
、
イ
タ
チ
ハ
ギ
の
旗

弁
は
雄
し
べ
雌
し
べ
を
く
る
っ

と
巻
い
て
い
ま
す
。
他
の
花
弁

は
退
化
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
イ

タ
チ
ハ
ギ
属
の
特
徴
は
、
旗
弁

１
枚
し
か
な
い
こ
と
で
す
。

　

果
実
は
長
さ
１
㎝

ほ
ど
の
豆
果
で
、
表

面
に
水
泡
状
の
い
ぼ

が
あ
り
ま
す
。
熟
し

て
も
裂
け
ま
せ
ん
。

中
に
、
種
子
が
１
個

入
っ
て
い
ま
す
。

　

落
葉
低
木
で
、
葉

は
奇
数
羽
状
複
葉
、

ま
た
は
偶
数
羽
状
複

葉
で
互
生
し
ま
す
。
小
葉
は
５

〜
10
対
、
鋸
歯
は
な
く
、
裏
に

腺
点
が
あ
り
ま
す
。

　

原
産
地
は
北
ア
メ
リ
カ
。
大

正
初
期
に
観
賞
用
と
し
て
移
入
。

第
２
次
大
戦
後
、
砂
防
用
や
護

岸
用
に
植
え
ら
れ
、
今
で
は
各

地
に
広
く
帰
化
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
の
陸
地
面
積
の
約
35
％

が
砂
漠
と
言
わ
れ
ま
す
。
マ
メ

科
の
植
物
は
、
根
に
共
生
す
る

根
粒
菌
が
空
気
中
の
窒
素
を
固

定
し
て
く
れ
る
の
で
、
養
分
の

少
な
い
痩
せ
地
や
荒
れ
地
で
も

生
育
で
き
ま
す
。
イ
タ
チ
ハ
ギ

は
砂
漠
の
緑
化
に
利
用
さ
れ
て

い
る
主
な
植
物
の
一
つ
で
す
。

 
【
写
真
・
文
】

　
緑
花
文
化
士
　
冨
沢
由
美
子

熊野の自然（357）
イタチハギ

 （マメ科）
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